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た。第二章ではイサト酸無水物とアルキンの、脱カルボニル及び脱炭酸を伴った [3 + 2]
環化付加反応によるインドール合成を取り上げている。ニッケル触媒単独では脱炭酸の

























と同様の反応条件でニトリル分子の脱離を伴ったアルキンとの [4 + 2]環化付加反応によ
るナフタレノン合成を報告している。本方法では、従来法では環化反応で合成するナフ
タレノンを環化付加反応で合成するのに加え，基質に容易に四級炭素を構築できる注目
すべき手法である。  
 第六章ではアルコールとアルキンの水素移動型カップリング反応によるアリルアルコー
ルの合成が記されている。著者はこれまでの環化付加反応開発に基づく知見を活かし、ニ
ッケラサイクルの新規利用法として触媒的プロトン化に着目した。従来法ではメタラサイ
クル中間体の利用法は主に、アルキンなどの不飽和化合物との環化付加反応の他には当量
の金属反応剤とのカップリング反応に限られていたが、本反応はアルコールによりプロト
ン化するというメタラサイクルの新たな利用法を示すものである。なお、ここで用いられ
たアルコールは触媒反応の過程で酸化されアルデヒドとなり、次のニッケラサイクル形成
の基質として使われるため、この反応は触媒量以上の添加剤を全く必要とせず、基質の酸
化還元反応を必要としない上に，原子効率に優れている。 
 
